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八
束
町
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
防
衛
省
周
辺
環
境
整
備
課
長
の
宮
川
と
申
し

ま
す
。
令
和
最
初
の
八
束
公
民
館
報
で
皆
様
に
ご
挨
拶
さ
せ
て
い
た
だ
け
ま
す

こ
と
光
栄
で
す
。

さ
て
、
八
束
町
周
辺
に
は
重
要
な
防
衛
施
設
が
所
在
し
て
お
り
ま
す
。
航
空

防
衛
力
の
要
で
あ
る
レ
ー
ダ
ー
サ
イ
ト
の
高
尾
山
分
屯
基
地
、
大
型
輸
送
機
や

大
型
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
使
用
し
日
本
海
側
に
お
け
る
航
空
輸
送
の
拠
点
と
な
っ

て
い
る
美
保
基
地
、
偵
察
部
隊
や
山
陰
地
区
唯
一
の
施
設
部
隊
が
所
在
す
る
陸

上
自
衛
隊
の
出
雲
駐
屯
地
な
ど
、
い
ず
れ
の
施
設
も
国
防
や
災
害
派
遣
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
施
設
で
す
。
八
束
町
の
皆
様
に
は
、
こ
れ
ら
防
衛
施
設
の
安
定

的
な
運
用
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
美
保
基
地
の
騒
音
等
で
ご
迷
惑
ご
心
配
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
こ

と
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
防
衛
省
と
し
て
美
保
基
地
等
の
防
衛
施
設
の
周
辺
環
境
整
備
と
し
て

八
束
町
内
の
入
江
江
島
線
の
拡
幅
や
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
、
大
塚
山
公
園
な
ど

へ
の
助
成
を
行
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
て
、
今
般
、
3
月
に
開
園
い
た

し
ま
し
た
「
八
束
千
本
桜
公
園
」
に
も
助
成
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
公
園
は
ヘ
リ
ポ
ー
ト
等
の
防
災
機
能
の
み
な
ら
ず
、
通
常
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
な
ど
に
も
ご
利
用
い
た
だ
け
る
施
設
と
な
っ
て
お
り
、
皆
様
に
ご
活
用
い

た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

私
は
現
在
東
京
に
お
り
ま
す
が
、
昨
年
の
８
月
ま
で
広
島
市
の
中
国
四
国
防

衛
局
に
勤
務
し
て
お
り
、
八
束
町
に
は
個
人
的
に
も
何
度
も
訪
問
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
由
志
園
の
ボ
タ
ン
、
大
塚
山
の
桜
や
中
村
元
先
生
の
記
念
館
等

を
訪
れ
、
ま
た
、
八
束
町
の
「
う
な
ぎ
」
や
「
み
つ
芋
ア
イ
ス
」
の
お
い
し
さ

に
感
激
し
、銘
酒
「
竜
渓
」
で
八
束
町
へ
の
思
い
を
つ
の
ら
せ
て
お
り
ま
し
た
。

八
束
公
民
館
に
も
美
保
基
地
に
関
す
る
説
明
の
た
め
何
度
も
伺
わ
せ
て
い
た

だ
き
、
時
に
は
お
叱
り
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
様
と
様
々
な
交

流
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
八
束
町
は
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い

出
深
い
場
所
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
機
会
を
と
ら
え
て
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
八
束
町
の
皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

八
束
町
の
皆
様

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

防
衛
省
地
方
協
力
局

周
辺
環
境
整
備
課
長
　
宮
　
川
　
　
均

災害現場 隊員搬送 山林火災消火活動 物資の運搬

陸上自衛隊 輸送用大型ヘリコプター（CH-47）

写真提供：陸上自衛隊美保分屯地

令和
祝 新元号
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災
害
へ
の
備
え
、

発
生
時
の
対
応

竹
谷
：
団
員
に
は
、
地
震
情
報
を
速
や
か

に
入
手
で
き
る
よ
う
、
防
災
メ
ー
ル

登
録
を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
地

震
の
規
模
に
も
よ
る
が
、
正
確
な
情

報
入
手
の
た
め
、
班
ご
と
に
各
地
区

自
主
防
災
隊
と
も
連
携
し
な
が
ら
地

区
住
民
の
安
否
確
認
、
必
要
に
応
じ

て
一
時
避
難
場
所
へ
の
避
難
誘
導
、

避
難
広
報
や
倒
壊
家
屋
・
火
災
へ
の

対
応
を
行
い
ま
す
。

安
部
（
直
）：
緊
急
時
に
、
非
常
用
持
ち

出
し
袋
な
ど
直
ぐ
に
持
ち
出
せ
る
よ

う
準
備
し
て
お
く
こ
と
で
す
。
緊
急

地
震
速
報
が
出
た
ら
周
り
に
知
ら

せ
、
火
の
始
末
を
し
て
安
全
な
場
所

へ
避
難
す
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
余

震
に
注
意
し
な
が
ら
建
物
倒
壊
の
恐

れ
が
あ
れ
ば
指
定
の
避
難
場
所
へ
の

移
動
で
す
。

安
部
（
邦
）：
日
頃
か
ら
「
ご
近
所
付
き

合
い
」
や
「
避
難
場
所
の
確
認
」
な

ど
の
準
備
が
大
切
で
す
。
八
束
町

は
「
島
」
と
い
う
特
性
を
持
っ
て
い

る
た
め
、
普
段
か
ら
島
外
へ
の
避
難

手
段
を
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
災
害
発
生
時
に
は
、
個
人
行
動

は
避
け
、
で
き
る
だ
け
団
体
で
避
難

行
動
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

門
脇
：
弊
社
に
は
多
く
の
職
員
が
勤
務
し

て
い
ま
す
。
災
害
時
に
備
え
て
職
員

一
人
一
人
に
、
お
客
様
の
避
難
誘
導

な
ど
災
害
時
へ
の
役
割
分
担
を
決
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
園
内
に
危
険
個

所
が
な
い
か
、
日
頃
よ
り
チ
ェ
ッ
ク

し
て
い
ま
す
。
災
害
が
発
生
し
た
時

に
は
、災
害
情
報
を
正
確
に
理
解
し
、

そ
の
内
容
に
従
っ
た
避
難
行
動
を
実

行
す
る
こ
と
で
す
。

渡
部
：
昨
年
3
月
、
江
島
に
新
店
舗
を
設

け
ま
し
た
が
、
近
年
全
国
各
地
で
災

害
が
頻
発
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま

え
、
停
電
時
に
手
動
で
ガ
ス
発
電
に

切
り
替
え
る
発
電
機
「
災
害
対
応
型

板
花
：
3
月
に
完
成
し
た
「
八
束
千
本
桜

公
園
」
で
、
大
規
模
な
八
束
地
区
防

災
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
訓
練

は
、
大
海
崎
・
森
山
堤
防
道
路
が
液

状
化
及
び
損
傷
被
害
を
受
け
、
ま
た

江
島
大
橋
は
境
港
市
側
道
路
が
不
通

と
な
り
、
八
束
町
全
域
が
孤
立
（
通

行
止
）し
た
と
想
定
す
る
内
容
で
す
。

過
去
に
は
、
2
0
0
0
年
10
月
6
日

鳥
取
西
部
地
震
が
発
生
し
、
数
日
間

通
行
が
遮
断
さ
れ
る
な
ど
大
き
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。
松
江
市
消
防
団

八
束
方
面
団
長
並
び
に
地
元
企
業
経

営
者
の
皆
さ
ん
に
、
災
害
へ
の
備
え

や
発
生
時
の
対
応
に
つ
い
て
お
聞
き

し
ま
す
。

近
年
、
全
国
各
地
で
大
地
震
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
2
月
に
は
政
府
か
ら
、
東
北

～
関
東
地
方
の
海
域
で
、
今
後
30
年
間
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
（
Ｍ
）
7
～
8
の
大
地

震
が
起
き
る
可
能
性
が
高
い
と
す
る
予
測
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
度
、
災
害
時
の
防
災
上
の
機
能
（
指
定
緊
急
避
難
場
所
及
び
臨
時
ヘ
リ
ポ
ー

ト
）
を
備
え
た
多
目
的
公
園
「
名
称
：
八
束
千
本
桜
公
園
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

自
治
会
連
合
会
で
は
、
当
公
園
を
会
場
に
6
月
16
日
㈰
、
大
地
震
で
八
束
地
区
全

域
が
孤
立
し
た
と
想
定
し
、
大
規
模
な
防
災
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

本
日
は
、
地
元
の
企
業
経
営
者
の
皆
さ
ん
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
「
災
害
へ
の
備

え
、
発
生
時
の
対
応
」
や
「
避
難
訓
練
時
の
対
応
」
に
つ
い
て
対
談
し
ま
し
た
。

特集『
八
束
へ
リ
ポ
ー
ト
完
成
』

第
5
回
座
談
会

有限会社竹谷運送
代表取締役　竹谷　眞治さん

（松江市消防団八束方面団長）

はつみ交通株式会社
代表取締役　安部　邦男さん

写真：左二人目から、渡部　卓さん、門脇　豪さん、
安部邦男さん、竹谷眞治さん、安部直人さん
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Ｌ
Ｐ
ガ
ス
バ
ル
ク
」
を
設
置
し
ま
し

た
。
災
害
時
に
は
、
一
時
避
難
場
所

と
し
て
1
0
0
人
程
度
の
方
を
収
容

で
き
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ん
が
ス

ム
ー
ズ
に
避
難
で
き
る
よ
う
八
束
地

区
自
治
会
連
合
会
と
も
覚
書
を
交
わ

し
て
い
ま
す
。

板
花
：
災
害
時
の
指
定
避
難
場
所
と
し
て
、

中
央
の
八
束
体
育
館
や
、
昨
年
4
月

八
束
支
所
庁
舎
内
に
移
転
・
改
築
し

た
八
束
公
民
館
が
指
定
避
難
場
所
と

な
っ
て
い
ま
す
。新
し
い
公
民
館
は
、

多
目
的
室
、
和
室
、
調
理
室
等
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
停
電
時
で
も
ガ
ス

発
電
に
切
り
替
わ
る
発
電
機
「
災
害

対
応
型
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
バ
ル
ク
」
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
次
に
、
6
月
16
日

㈰
の
防
災
避
難
訓
練
時
の
対
応
に
つ

い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

6
月
16
日
㈰
の

避
難
訓
練
時
の
対
応

板
花
：
当
日
は
、
新
設
さ
れ
た
「
八
束
千

本
桜
公
園
」
で
避
難
訓
練
を
行
い
ま

す
。
今
回
は
、
陸
上
自
衛
隊
美
保
分

屯
地
に
配
備
さ
れ
て
い
る
輸
送
用
大

型
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
「
Ｃ
Ｈ
47
」
も
訓

練
に
参
加
し
ま
す
。
臨
時
ヘ
リ
ポ
ー

ト
に
飛
来
着
陸
し
、
訓
練
に
参
加
し

た
住
民
を
運
搬
離
陸
す
る
な
ど
、
大

規
模
な
避
難
訓
練
と
な
り
ま
す
。

安
部
（
邦
）：
今
回
の
避
難
訓
練
内
容
は
、

過
去
の
災
害
発
生
状
況
か
ら
し
て

も
十
分
可
能
性
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。「
八
束
千
本
桜
公
園
」
を
使
用

し
て
「
町
（
島
）
外
避
難
」
の
訓
練

は
、
実
行
性
の
高
い
も
の
だ
と
考
え

ま
す
。こ
う
し
た
訓
練
や
災
害
時
に
、

町
内
に
あ
る
弊
社
の
よ
う
な
バ
ス
会

社
が
協
力
す
る
こ
と
は
大
変
意
義
あ

る
こ
と
と
考
え
ま
す
。
大
地
震
が
発

生
し
、
町
（
島
）
内
全
域
が
孤
立
状

態
に
な
れ
ば
、
当
然
町
外
か
ら
の
災

害
支
援
は
不
可
能
で
す
。

安
部
（
直
）：
弊
社
も
バ
ス
事
業
を
行
っ

て
お
り
、
大
型
バ
ス
を
所
有
し
て
い

ま
す
。
避
難
訓
練
や
大
地
震
発
生
時

に
は
、
町
内
8
地
区
か
ら
避
難
す
る

住
民
を
臨
時
ヘ
リ
ポ
ー
ト
場
ま
で
運

行
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

門
脇
：
弊
社
も
、
お
客
様
送
迎
用
に
数
台

の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
所
有
し
て
い
ま

す
。
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す

が
、
全
町
（
島
）
が
孤
立
と
な
れ
ば

大
変
な
事
態
と
な
り
ま
す
。
全
面
協

力
し
ま
す
。

竹
谷
：
訓
練
内
容
が
、
大
地
震
に
よ
っ
て

交
通
網
が
遮
断
さ
れ
、
八
束
町
全
域

が
孤
立
し
た
状
態
で
す
の
で
、
消
防

団
と
し
て
は
、
道
路
等
の
被
害
状
況

の
確
認
、
交
通
整
理
・
誘
導
。
松
江

市
、
消
防
本
部
へ
の
報
告
。
ま
た
陸

路
以
外
の
移
動
手
段
の
手
配
や
依
頼

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

渡
部
：
江
島
の
新
店
舗
に
は
、
広
い
駐
車

場
が
あ
り
ま
す
。
災
害
訓
練
や
災
害

時
に
は
、
特
に
江
島
地
区
に
お
住
い

の
方
々
に
、
当
店
駐
車
場
に
お
集
ま

り
い
た
だ
い
て
、
そ
こ
へ
迎
え
の
バ

ス
に
来
て
い
た
だ
く
こ
と
が
可
能
か

と
存
じ
ま
す
。
一
時
避
難
場
所
と
し

て
対
応
が
可
能
な
期
間
は
、
一
般
的

に
大
体
3
日
間
程
度
だ
そ
う
で
す
。

当
店
で
で
き
る
対
応
と
し
て
、
安
全

な
場
所
だ
け
で
な
く
、
温
か
い
お
食

事
も
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
か
と
思

い
ま
す
。

板
花
：
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。特
に
地
震
は
予
測
不
能
で
す
。

と
は
言
え
備
え
は
必
要
で
す
。
備
え

の
一
つ
と
し
て
、
災
害
時
の
指
定
緊

急
避
難
場
所
・
臨
時
ヘ
リ
ポ
ー
ト
場

を
備
え
た
「
八
束
千
本
桜
公
園
」
が

で
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
町
内
で
生

活
し
、
町
内
で
企
業
経
営
さ
れ
て
い

る
若
手
社
長
に
対
談
い
た
だ
き
ま
し

た
。
皆
様
方
と
の
対
談
で
印
象
に

残
っ
た
こ
と
は
「
地
域
貢
献
」
へ
の

思
い
で
し
た
。
今
日
は
業
務
ご
多
用

の
中
、
ご
出
席
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

有限会社日本庭園由志園
代表取締役　門脇　  豪さん

有限会社八束オートサービス
代表取締役　安部　直人さん

八束公民館
主任　板花　智明

株式会社山美世商会
代表取締役　渡部　  卓さん
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■施設名称
「八束千本桜公園」
■所在地

松江市八束町二子1200番地外
■敷地面積

多目的広場：1.32ha
（グラウンドゴルフ場3コース）

駐　車　場：0.38ha（130台分）
■工期

平成28年度～平成30年度 (3年間)
■総事業費

120,558千円 (設計・工事費関係)　
■整備内容
〔平成28年度〕
○公園整備測量調査設計

株式会社アトラス
○公衆トイレ建設工事設計

矢野建築設計事務所

〔平成29年度〕
○公園整備工事（その１工事）

株式会社豊洋
〔平成30年度〕
○公園整備工事（その２工事）

有限会社協和工業
○公衆トイレ建設（設備）工事

株式会社豊和設備
○公衆トイレ建設（建築）工事

株式会社豊洋
〔男　子〕小便器2、大便器１
〔女　子〕大便器2
〔多目的〕大便器1、ベビーシート1、
　　　　 汚物流しなど

○マンホールポンプ工事
山陰クボタ水道用材株式会社

八束町は、上空が航空自衛隊美保基地に所属する航空機の飛行訓練の経路にあたるこ
とから、八束地区自治会連合会は、松江市を通じて中国四国防衛局に対し、平成25

年10月要望書「八束地区：特定防衛施設周辺整備事業」を提出。
中国四国防衛局は、八束地区の生活環境の整備並びに地域振興については、地元の要望

を踏まえ誠意をもって対応する旨の回答。
松江市は、この要望事項（多目的運動公園の整備）に基づき、防衛省の補助事業（補助

率６/10）により、八束地区住民の防災上の機能（指定緊急避難場所及び臨時ヘリポート）
と、スポーツ・レクリェーションなど憩いの場となる機能を有した多目的公園「名称：八
束千本桜公園」を3か年（Ｈ28～30年度）事業で整備し、本年3月15日竣工しました。

「
八
束
千
本
桜
公
園
」開
園
！

事
業
概
要

開園除幕式

公園からの風景とグラウンドゴルフ大会

祝辞／能海広明松江副市長 複合遊具・東屋
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令和元年 5月（5） 八 束 公 民 館

八
束
千
本
桜
公
園
は
5
年
前
、
自
治
連
を
始

め
諸
団
体
の
皆
様
か
ら
、
八
束
町
民
の
健
康
長

寿
の
運
動
場
、
さ
ら
に
災
害
時
の
指
定
緊
急
避

難
場
所
と
な
る
多
目
的
公
園
と
し
て
提
案
要
望

さ
れ
、
本
年
3
月
完
成
し
ま
し
た
。

公
園
周
辺
に
は
、
八
束
学
園
の
生
徒
や
諸
団

体
が
植
え
た
千
本
の
桜
（
河
津
桜
、
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
）
が
咲
き
、
訪
れ
る
人
々
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
す
。

こ
の
公
園
は
、
日
ご
ろ
は
子
ど
も
が
楽
し
く

安
心
し
て
遊
べ
る
よ
う
に
遊
具
や
公
衆
ト
イ
レ

な
ど
が
完
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
場
と
し
て
は
、
3
コ
ー
ス
で
最
大
4
8
0

名
が
競
技
で
き
る
広
さ
で
す
。

平
日
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
練
習
や

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
や

運
動
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
町
内
の
多
く

の
皆
様
が
健
康
維
持
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

八
束
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
で
は
、
年

間
6
千
人
の
使
用
目
標
を
掲
げ
、
参
加
者
の
平

均
寿
命
と
健
康
寿
命
の
差
を
縮
め
な
が
ら
認
知

症
の
予
防
を
目
指
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

初
心
者
の
方
や
練
習
だ
け
で
も
参
加
し
健
康

に
努
め
た
い
方
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
皆
で

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

当
公
園
の
開
園
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

祝
　
辞

八
束
町

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

会　

長　

足
立
　
璋
光

輸送用大型ヘリコプター（CH-47）訓練の様子
　写真提供：陸上自衛隊美保分屯地
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令和元年 5月 （6）八 束 公 民 館

皆
さ
ん
、
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
を
ご
存
じ
で
す
か
？

こ
の
ゲ
ー
ム
は
、
平
成
19
年
度
に
静
岡
県
で
開
発
さ
れ

ま
し
た
。「
避
難
所
」、「
運
営
」、「
ゲ
ー
ム
」
の
ロ
ー
マ

字
表
記
の
頭
文
字
か
ら
、「
Ｈ
Ｕ
Ｇ
」
と
呼
ば
れ
、
英
語

の
「
抱
き
し
め
る
」
意
味
か
ら
「
避
難
者
を
優
し
く
受
け

入
れ
る
避
難
所
運
営
」
を
擬
似
体
験
す
る
ゲ
ー
ム
で
す
。

東
日
本
大
震
災
以
前
に
、
Ｈ
Ｕ
Ｇ
を
さ
れ
た
仙
台
市
の

２
ヶ
所
の
地
区
で
は
、
発
災
後
の
避
難
所
運
営
に
大
変
役

立
っ
た
そ
う
で
す
。　

Ｈ
Ｕ
Ｇ
と
は
、
1
チ
ー
ム
6
名
前
後
で
読
み
手
が
読
み

上
げ
る
、「
乳
幼
児
、
妊
産
婦
、
障
が
い
が
あ
る
方
や
外

国
人
」
な
ど
様
々
な
事
情
を
抱
え
た
避
難
者
カ
ー
ド
を
、

避
難
所
と
な
る
学
校
等
の
体
育
館
や
各
教
室
等
に
振
り
分

け
な
が
ら
、避
難
所
で
起
き
る
様
々
な
出
来
事
に
対
し
て
、

ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
か
を
考
え
る
ゲ
ー
ム
で
す
。
所
要

時
間
は
ゲ
ー
ム
の
説
明
、
ゲ
ー
ム
の
進
行
、
振
り
返
り
を

併
せ
て
約
1
時
間
30
分
程
度
で
す
。

松
江
市
防
災
安
全
部
防
災
安
全
課
で
は
、
静
岡
県
の
許

可
を
受
け
「
松
江
市
版
Ｈ
Ｕ
Ｇ
」
を
作
成
し
、
平
成
28
年

度
法
吉
地
区
防
災
訓
練
で
開
催
し
て
以
来
、
今
ま
で
、
約

30
箇
所
で
1
2
0
0
名
以
上
の
市
民
の
方
々
に
体
験
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
参
加
者
に
は
、
小
学
生
、
中
学
生

や
高
校
生
の
グ
ル
ー
プ
も
お
ら
れ
、
ど
な
た
で
も
で
き
る

ゲ
ー
ム
で
す
。

も
し
も
の
時
に
備
え
、
避
難
所
で
起
き
る
か
も
し
れ
な

い
様
々
な
事
情
や
出
来
事
を
、
ぜ
ひ
、
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
、

体
験
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

2
月
5
日
㈫
、
八
束
地
域
人
権
教
育
推
進
協
議
会

の
主
催
で
防
災
研
修
「
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
Ｈ
Ｕ

Ｇ
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
机
上
で
は
あ
り
ま
す
が
学

校
を
避
難
所
と
想
定
し
、
体
育
館
、
校
舎
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
利
用
し
て
避
難
者
の
課
題
を
ど
う
処
理
し
て

い
く
か
を
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
ま
し
た
。
避
難
者

は
高
齢
者
の

方
、
障
が
い
を

持
っ
て
い
る

方
、
妊
婦
さ

ん
、
赤
ち
ゃ
ん

が
一
緒
、
ペ
ッ

ト
が
一
緒
な
ど

各
家
庭
に
よ
っ

て
様
々
で
す
。

地
域
の
生
活
が

そ
の
ま
ま
避
難

所
に
移
っ
て
く

る
と
い
う
こ
と

が
わ
か
り
ま
し

た
。
避
難
所
の

運
営
は
行
政
や

対
策
本
部
、
ど

こ
か
の
誰
か
が

す
る
も
の
で
は

な
く
、
避
難
者

自
ら
が
運
営
し

て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ

と
も
わ
か
り
ま

防
災
研
修 

大
切
な
避
難
所
で
の
運
営
に
つ
い
て

し
た
。
話
し
合
い
の
中
で
普
段
か
ら
地
域
の
人
同
士

の
つ
な
が
り
が
あ
る
と
避
難
所
運
営
も
ス
ム
ー
ズ
に

で
き
、
避
難
生
活
の
中
で
も
顔
見
知
り
が
い
る
、
話

し
や
す
い
人
達
が
い
る
と
い
う
だ
け
で
も
心
強
く
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
も

あ
り
ま
し
た
。

い
ざ
と
い
う
時
は
防
災
グ
ッ
ズ
や
知
識
も
必
要
で

す
が
、
助
け
合
い
、
支
え
あ
え
る
近
所
づ
き
あ
い
も

災
害
時
に
大
切
な
備
え
の
一
つ
だ
と
感
じ
る
研
修
で

し
た
。巻

頭
言
（
1
ペ
ー
ジ
）
寄
稿
者
、

宮
川
課
長
と
の
会
話
（
一
コ
マ
）

2
年
前
の
平
成
29
年
、
中
国
四
国
防
衛
局
の

企
画
部
長
に
就
任
さ
れ
て
間
も
な
い
頃
で
し
た
。

宮
川
●
八
束
町
内
の
集
落
道
は
狭
い
で
す
ね

～
。

池
田
●
集
落
内
の
道
路
は
昔
の
ま
ま
で
す
か

ら
、
火
災
が
発
生
し
た
ら
消
防
車
の
消

火
活
動
も
大
変
で
す
よ
。

私
は
、
就
任
間
も
な
い
広
島
勤
務
の
方
が
、

な
ぜ
八
束
町
内
の
状
況
を
ご
存
知
な
の
か
？
不

思
議
に
思
い
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、「
美
保
基

地
か
ら
飛
行
す
る
航
空
機
に
よ
る
騒
音
や
飛
行

経
路
な
ど
が
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
に
ど
の
よ

う
な
影
響
が
あ
る
か
、
休
日
を
利
用
し
て
歩
い

て
い
ま
す
よ
。」
当
然
の
こ
と
の
よ
う
に
話
さ

れ
ま
し
た
。
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。
　 

　（
池
）

あ
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が
き

松
江
市
防
災
安
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課
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松江市版 避難所運営ゲームHハUグGを開催


